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２４ＢｉｔＡＤ＿ＲＸ２３０ ボード 取扱説明書
第１版 ２０２４．１０．９

ＲｏＨＳ指令準拠品
有限会社 ビーリバーエレクトロニクス

●２４ＢｉｔＡＤ＿ＲＸ２３０ボード 概要

本製品は２チャンネル入力 ２４ｂｉｔ分解能ＡＤ ＡＤＳ１３１Ｍ０２ をマイコン ＲＸ２３０ で制御し、得られた

２チャンネルの２４ビットデータを 最速２０ｍｓｅｃで有機ＥＬで表示、ＵＳＢ、ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈに出力

するプログラム搭載の基板です。データはパソコン、スマホで受信できます。データは汎用ターミナルソフトにより保存が

可能です。

電源３．３Ｖ（１Ａ以上）をご用意いただければ、その日のうちに２ＣＨの２４ｂｉｔＡＤデータをＵＳＢ，ＷｉＦｉ，Ｂ

ｌｕｅｔｏｏｔｈからパソコン、スマホ（ＷｉＦｉのみ）で得ることが出来ます。

■入力－出力

入力（アナログ電圧） 出力データ １０進数 出力データ １６進数表記

＋１．２Ｖ ８３８８６０７ 0ｘ７ＦＦＦＦＦ

０Ｖ ０ ０

－１．２Ｖ －８３８８６０８ ０ｘ８０００００

■ＡＤＳ１３１Ｍ０２諸元

入力インピーダンス ３３０ＫΩ（ＴＹＰＥ）

外部クロック ８．１９２ＭＨｚ

積分非線形性 ６ｐｐｍ フルスケール

ゲインエラー ±０．１％（ＴＹＰＥ）

ゲインドリフト ８．５ｐｐｍ/℃ 内部リファレンス

オフセットエラー ±１７５μＶ（ＴＹＰＥ）

オフセットドリフト ３００ｎＶ/℃（ＴＹＰＥ）

ＣＭＭＲ １００ｄＢ（ＡＣ）

ＰＳＲＲ ７５～８８ｄＢ

■用途 精密光計測、精密圧力計測、精密重量計測、精密流量計測、バッテリー検査、 動くもののデータサンプリング、屋

外定点観測、

■回路図、一部のプログラムは弊社サイトより無償ダウンロードできます。
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●商品構成

メインの２４ビットＡＤ＿ＲＸ２３０ボードのほかにボード、ハーネスが同梱されています。

１．２４ビットＡＤ＿ＲＸ２３０ボード ×1

２．テストボリウムボード×１ ＡＤ値のテストが行えるボリウムです。ハーネス２種類付き。両端にＥＨＲ－７コネクタ

が付いた長さ１０ｃｍ程度の物、テストボリウムボードとの接続用。片側ＥＨＲ－７、片側端末志処理無し（約１ｍ）は実

機に接続してお使い下さい。

３．ＵＳＢ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ変換基板 Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈデータ転送時、ＭＬＤＰモード（Ｍｉｃｒｏｃｈｉｐ Ｌ

ｏｗ－ｅｎｅｇｙ Ｄａｔａ Ｐｒｏｆｉｌｅ）を使用しますので、パソコン側にもＵＳＢを経由しＲＮ４０２０を接続し

ます。ＵＳＢケーブル付き。

４．ＳＩＯ－ＵＳＢ絶縁変換器 ＵＳＢ出力はこの基板を使用します。ハーネス付き。

５．取扱説明書

６．Ｗｉｎｄｏｗｓデータ上下限比較ソフト ＣＤ ２４ビットＡＤデータの振れ幅を見るソフト。電源、配線等トータル

で系が２４ビットデータを有意義に取れているか判定するのに使用します。

●ボード構成

ＣＰＵ ＲＸ２３０（Ｒ５Ｆ５２３０６ＡＤＦＭ） 外部クリスタル ５０ＭＨｚ動作

ＡＤ ＡＤＳ１３１Ｍ０２ ２ＣＨ ２４ビット ＡＤコンバータ 入力±１．２Ｖ

ＵＳＢ 弊社製ＳＩＯ－ＵＳＢ絶縁変換器を使用（商品に添付）

ＷｉＦｉ ＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２Ｄ モジュール使用

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ＲＮ４０２０ モジュール使用

表示 有機ＥＬ １６文字×２桁

スイッチ プッシュ ４，ＤＩＰ－ＳＷ ４接点×２

電源 ３．３Ｖ １Ａ以上

基板サイズ： １００×１１３×１５（Ｈ）ｍｍ

ＲｏＨＳ指令： 基板、部品、半田付け全ての工程でＲｏＨＳ指令準拠仕様。
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●２４ｂｉｔＡＤ＿ＲＸ２３０ボード 各部の名称と機能

別紙回路図もご参照ください。

①Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ＣＮ８ ②ＷｉＦｉ Ｍｏｄｕｌｅ ＣＮ１１

ＲＮ４０２０ 有機ＥＬ Ｉ２Ｃ ＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２Ｄ ＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２Ｄ Ｉ２Ｃ

ＣＮ７ ＣＮ９ ④有機ＥＬ １６×２表示器 ⑥基準電圧 ＣＮ１０ ＡＤコンバータ入力

ＲＮ４０２０ 電源＋３．３Ｖ ⑤ＦＲＡＭ

Ｉ２Ｃ ③ＲＸ２３０ ＣＰＵ

⑦ＤＩＰＳＷ６

⑧ＤＩＰＳＷ５

①【 ＲＮ４０２０ 】

ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ Ｌｏｗ Ｅｎａｇｙ（ＢＬＥ）に対応したＢｌｕｅｔｏｏｔｈＶ４．１モジュールです。ＲＸ２３０

とはＳＩＯ６で接続されています。

②【ＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２Ｄ】

ＴＣＰ，ＵＤＰをサポートするＷｉＦｉモジュールです。ＲＸ２３０とＳＩＯ１で接続されています。

③ＲＸ２３０ ＣＰＵです。

④有機ＥＬパネル

ＳＯ１６０２ＡＷＧＢ ２チャンネルのAＤ値を表示します。液晶に比べ、自ら発光しますので視認角度が大きく、見やす

いです。Ｉ２ＣインターフェイスでＲＸ２３０と接続されています。

⑤ＦＲＡＭ（不揮発性強誘電体メモリ） ＥＥＰＲＯＭ ２５ＬＣ２５６ とピン互換なＳＰＩインターフェイスのメモリ

です。電源を切ってもデータが保持されます。２５ＬＣ２５６の書き込みサイクルタイムは５ｍｓｅｃ、ＦＲＡＭは書き込

み待ち時間０で高速に使えます。各種パラメータ保持等に使えます。

⑥基準電圧 添付されるＴｅｓｔＶｏｌｕｍｅ用の基準電圧です。２．５Ｖ。
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⑦ＤＩＰＳＷ６ ＤＩＰＳＷ６はＡＤコンバータのサンプリング時間を選択するスイッチです。

ＯＮ サンプリング時間（ｍｓｅ

ｃ）

周期（Ｈｚ） １／サンプリング時間

１ ２０ ５０

２ １００ １０

３ １０００（１Ｓ） １

４ ５０００（５Ｓ） ０．２

サンプリング時間の間、データは積算されますので、一般的にサンプリング周期が長い方が数値は安定します。

⑧ＤＩＰＳＷ５ はファンクションスイッチです。

ＯＮ 機能 動作

１ ＷｉＦｉデータ出力 ＯＮで出力 ＯＦＦ で出力しない

２ Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈデータ出力 Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ＭＬＤＰモード 時にデータを出力する

３

４

省略
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【ＣＮ１０】 ＡＤコンバータ入力

ピンヘッダ Ｂ７Ｂ－ＥＨ（ＬＦ）（ＳＮ） メーカー ＪＳＴ 実装済み

ハウジング ＥＨＲ－７ ピン ＢＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ メーカー ＪＳＴ

番号 名称 機能

１ ＋３．３Ｖ出力 ＣＮ９から入力される＋３．３Ｖがそのまま出力されています。電子機器を拡張する

場合に電源として使用出来ます。

２ ＋２．５Ｖ 基準電圧 Ｕ４で作成された２．５Ｖが出力されています。ＴｅｓｔＶｏｌｕｍｅではボリウム

の基準電源として使われています。

３ ＡＩＮ０Ｐ ＡＩＮ０入力のプラス側を接続します。 最大入力±１．２Ｖ

４ ＡＩＮ０Ｍ ＡＩＮ０入力のマイナス、或いはＧＮＤ側を接続します。最大入力±１．２ＶＡ

５ ＡＩＮ１Ｍ ＡＩＮ１入力のマイナス、或いはＧＮＤ側を接続します。最大入力±１．２ＶＡ

６ ＡＩＮ１Ｐ ＡＩＮ１入力のプラス側を接続します。 最大入力±１．２Ｖ

７ ＧＮＤ 測定信号が０Ｖからの場合、ＡＩＮｘＭ端子をＧＮＤにも接続してください。ｘ：０，

１

接続例

注意 交流信号の場合でも、信号源にＧＮＤがある場合、ＣＮ１０ ７番 ＧＮＤに接続してください。
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●動作
【 テスト動作 】

初めに電源とＴｅｓｔＶｏｌｕｍｅ基板を接続し、ＤＩＰＳＷ５－３ＯＮ（１Ｓ有機ＥＬに値が表示されることを確認しま

す。表示されれば、電源はＯＫです。

次にテストボリウム基板のＶＲ１を最小（左回り）にしてａｄ０の表示が小さくなる（１０００近傍）ことを確認します。

ＶＲ１を最大（右回り）にさせて飽和数値８３８８６０７（７ＦＦＦＦＦＨ）になることを確認してください。

同様にＶＲ２を動かしてａｄ１がａｄ０と同じ結果を得られることを確認します。

【 実動作 】

測定したい信号源に配線を行い、電源を入れると電圧が有機ＥＬ表示器に表示されます。
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●ＵＳＢ出力
有機ＥＬに表示された数値はそのままＵＳＢからも出力できます。ＣＮ２に添付のケーブルとＳＩＯ－ＵＳＢ絶縁変換器を

付けます。ＵＳＢケーブルで変換器とＰＣをつなぎます。

ターミナルプログラムをＰＣで動作させます。例はＴｅｒａＴａｒｍ。

ＳＩＯ－ＵＳＢ絶縁変換器はＦＴＤＩ社のＦＴ２３２ＲＬを使用しています。デバイスドライバがＰＣにインスツールされ

ていない場合、自動的に検索し、インスツールします（Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以降）。

ＴｅｒａＴａｒｍを開きます。

シリアル->ＣＯＭポートで ＵＳＢ Ｓｅｒｉａｌ Ｐｏｒｔを探して ＯＫをクリック。
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本器の電源を入れ、データを出力します。

下図のように表示されればＯＫです。

本器の電源投入が先で、ＴｅｒａＴｅｒｍを後から開くと、データ化けが起きる場合があります(下図例）。その時は本器の電源を切り、

データ送信を止めて、ＰＣを再起動させ、ＴｅｒａＴａｒｍを立ち上げ、上記設定を行った後にデータの送出を開始すれば治ると思いま

す。
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●上下限比較ソフトの使い方

ＡＤＳ１３１０２Ｍ＿ｔｅｓｔ．ｅｘｅはＷｉｎｄｏｗｓ上で動作します。連続したデータの最大値。最小値、差を表示し、

データーの振れ幅の最大値を見ることが出来ます。これは電源、配線、ＡＤボードを含めた全体の振れ幅が期待するデータ

の精度内に入ってるかどうか確認するためのものです。本ソフトは０－１．２Ｖまでの電圧入力対応で、マイナス電圧入力

には対応していません。

例えば上記例 ａｄ０の場合、ｍａｘが４００１７７２、ｍｉｎが４００１７１３ 振れ幅が５９です。パーセンテージで

表すと、

５９／４００１７７２×１００＝０．０１５％ 、４００１７７２／５９＝６７８２６＝０ｘ１０８Ｆ２ １６ｂｉｔ（０

ｘＦＦＦＦ）以上の分解能は得られていることになります。

ａｄ１の場合、１４７／７３６７６２７×１００＝０．０２％、７３６７６２７／１４７＝５０１１９＝０ｘＣ３Ｃ７とな

ります。
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以下は同じ条件で比較的長い時間測定したものです。

例えば上記例 ａｄ０の場合、ｍａｘが４００１７９４、ｍｉｎが４００１４６０ 振れ幅が３３４です。パーセンテージ

で表すと、

３３４／４００１７９４×１００＝０．０８３％ 、４００１７９４／３３４＝１１９８１＝０ｘ２ＥＣＤ １４ｂｉｔ（０

ｘ２ＦＦＦ）程度まで分解能精度が落ちることになります。

ａｄ１の場合、３６９／７３６７６５５×１００＝０．０５％、７３６７６５５／３６９＝１９９６６＝０ｘ４ＤＦＥ １

５ｂｉｔ（０ｘ７ＦＦＦ）でした。

この振れ幅が目標とするデータの分解能を下回る必要があります。ＴｅｓｔＶｏｌｕｍのハーネスを指で挟むだけで大きく

数値が揺れる現象が確認できると思います。目標に対して振れ幅が下回らない場合、ハーネスの配置、長さ、材料、シール

ドありなし、電源のノイズ等を検討する必要があります。
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●ＷｉＦｉ出力

■パソコンで受信

パソコンのインターネット接続を見る。

ESP＿XXXXXXを探します。「接続」をクリック。

接続出来たらプロパティを見ます。

ＩＰｖ４ ＤＮＳサーバアドレスが表示されますので、そこにテラタームを接続します。ＩＰｖ４アドレスとは違うので要

注意です！
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ＴｅｒａＴａｒｍの設定を以下にします。

ＴＣＰポート番号５０００はＲＸ２３０初期化の時にマイコンからＥＳＰに設定している値で、それを変えれば、ここも変

える必要があります。

データの出力はＤＩＰＳＷ５＿１がＯＮになっている必要があります。

上手く接続されれば上図のようにａｄ０＝ｘｘｘｘと繰り返し表示されます。表示されない場合、接続されているかどうか、

プロパティでIPアドレスを再度確認してください。

ＴｅｒａＴａｒｍの機能としてデータにタイムスタンプを付けたり、セーブしたり出来ます。詳細は使い方をご確認くださ

い。
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■スマホで受信

スマホで受信するのも要領はパソコンと同じです。

①WiFiモジュールＥＳＰとスマホをWiFi接続する

②IPｖ４ DNSサーバーアドレスを確認する

③ターミナルソフトに②で確認した値を設定、動作させる

です。順に説明します。

まず、上記を行うためにＴＣＰ Ｔｅｌｎｅｔ Ｔｅｒｍｉｎａｌソフトをアップル（Ｇｏｏｇｌｅ ＰＬａｙ）ストアよ

り無償ダウンロードしました。以下の説明はｉｐｈｏｎｅで行いますが、このターミナルソフトはアンドロイド用も出てい

て、使い方は同じです。

設定－＞ＷｉＦｉを開き、ＥＳＰ＿ＸＸＸＸＸＸを選択してください。接続したらＥＳＰ＿ＸＸＸＸＸＸをタップし、内容

を確認します。ルーター １９２．１６８．４．１にターミナルソフトを接続します。
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電波の到達距離ですが、弊社の環境では鉄筋コンクリートの３Ｆからその上の屋上、３Ｆから１Ｆの道路等、問題なく接続

出来ていました。障害物が何もなければ１００ｍ程度は余裕なのかも知れません。

当然ながらＷｉＦｉの接続ではスマホとＥＳＰが１対１でつながり、スマホとインターネット接続がＷｉＦｉ経由で行われ

ていた場合、切れてしまいます。
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●Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ出力

■パソコンで受信
本器のｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信は２台のＲＮ４０２０を使い、双方向シリアル通信を行うＭＬＤＰ（Ｍｉｃｒｏｃｈｉｐ

Ｌｏｗ－ｅｎａｒｇｙ Ｄａｔａ Ｐｒｏｆｉｌｅ）動作を使用します。

始めに

１．パソコンのＵＳＢポートに添付のＵＳＢ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ変換器を添付ケーブルで接続します。

２．本基板のＤＩＰＳＷ５＿２がＯＦＦであることを確認してください。

３．ＴｅｒａＴａｒｍを立ち上げます。新しい接続 -> ＢｌｕｅｔｏｏｔｈボードはＣＯＭポートして認識されます。

ボーレートを１１５２００ｂｐｓに合わせます。シリアルポート->１１５２００ＢＰＳ->現在の設定を再設定をクリック。

ウインドウの設定->反転 で背景が白くなります。お好みで。 ＰＣ側を親機として設定ます。

端末の設定->改行コード->受信->CR+LF
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キーボードから親機設定のコマンドを入れていきます。コマンド最後はＥＮＴキーを押してください。

黒色がパソコン側が入力する文字、青が入力された結果のＲＮ４０２０からの返事です。

+ <- + 1文字を押してください。 コマンドの返しをＯＮにします。

Echo ON <- ＵＳＢへの接続、ボーレートが正しく設定されていると子機ＲＮ４０２０側からこの文字が出力されます。

SF,1 <- 初期化

AOK <- 子機ＲＮ４０２０からのＯＫ

SR,92000000 <- ＲＮ４０２０機能変更ＭＬＤＰ親機に設定

AOK <- 子機ＲＮ４０２０からのＯＫ

R,1 <- 再起動

Reboot <- ＲＮ４０２０からのＯＫ

CMD <- ＲＮ４０２０から コマンドモード

F <- 以下には表示されていませんが他のデバイスを検索 表示されない理由：Reboot後は再び+を入力しな

いとEcho ONにならない。

AOK <- ＲＮ４０２０からのＯＫ

44B7D080F3F8、、、 <- 親機が見つけたBluetooth機器のID

X <- 探索終了

AOK <- ＲＮ４０２０からのＯＫ
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E,0,44B7080F3F8 <- ＲＮ４０２０と接続します。

Connected <- ＲＮ４０２０からの接続した返信

本器のプッシュキー ＳＷ１を押します。

ＭＬＤＰ <- と表示されればＭＬＤＰモードに入りました。

ここで本基板ＤＩＰＳＷ５＿２をＯＮしてデータ送信モードにします。

本器から送られてい来るデータを表示します。

■切断の仕方
１．本基板ＤＩＰＳＷ５＿２をＯＦＦにしてデータ送信を止めます。

２．コントロール->マクロ

teraterm＿bluetooth＿reset.ttl をダブルクリックして実行。
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ＣＭＤが表示されてコマンドモードになります。

ＳＦ，１を入力しＲＮ４０２０を初期化します。
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●使用上のご注意
環境の悪いところ（ノイズ、油、ほこり、塵、結露、－２０～８５℃以外の環境）での使用はお止め下さい。

●お問い合わせ
２４ｂｉｔＡＤ＿ＲＸ２３０ボードについてのお問い合わせは以下にお願い致します。

会社名 ホームページ（メールアドレス） 住所 他

有限会社ビーリバ

ーエレクトロニク

ス

http://beriver.co.jp/

メール info@beriver.co.jp

〒３５０－１２１３

埼玉県日高市高萩１１４１－

１

ハードウエア、ソフトウエア

設計、製造元

販売代理店、部品 サンデン商事株式会社（担当：譜久山

ふくやま）

〒１０１－００２１

東京都千代田区外神田６－１

２－３ ビックウエストビル

３号館４Ｆ

ＴＥＬ

０３－５８１８－７７５１

ＦＡＸ

０３－５８１８－６６３０

■２４ｂｉｔ＿ＡＤ＿ＲＸ２３０ボード 外形寸法図
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ＳＩＯ－ＵＳＢ変換器 外形寸法図
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